
第８章　非線形回帰分析	

・ロジスティック回帰	  
・多項式回帰	  
・一般化線型モデル	  
・平滑化回帰	  
	  



１.	  ロジスティック回帰	

普及率、成長率のデータは非線形曲線が多い。	  
通常このような曲線は、ロジスティック関数に当てはまる。	  

ロジスティック関数　　y＝a/1+becx	

カラーテレビの普及率	



２.	  非線形モデルと関数nls	

nls(formula,data,start,trace)	

上記の失敗は、exp(年度)が大き過ぎるのが原因。	  
説明変数を1966〜1984を１〜19に置き換える。	



2.非線形モデルと関数nls	  	

実測値	  
予想値	

テレビの普及率の実測値と予測値	  

実測値と予測値は非常によく	  
近似している。	



3.	  多項式回帰	  	
多項式の人口データを作る	  
	

解析と結果	

３次多項式の人工データ	

３次多項式の一般式	  
y＝a+bx+cx2+dx3	  
この式を用いた関数nlsの例。	  



３.	  多項式回帰	

係数a、cのPr(>|t|)は若干大きい。そこで、簡潔な３次式y=bx3を用いて
同じデータについて非線形回帰分析を行う。	



AIC値に大きな差はないが、後者が若干小さい。	

人工データの実値と両モデルの予測値	



4.	  一般化線形モデル	

glm(formula,	  family,	  data)	  

ケーススタディ	

一般化線形モデル関数glmの使用法について、本項では
データセットairqualityを用いる。	

残差のQ-‐Qプロットを図示する。	  
点は直線より乖離しているので、残差
は正規分布とは言い難い。	



４.	  一般化線形モデル	

そこで、正規分布とガンマ分布を仮定した両モデルの
当てはめの良さを比較してみる。	

　　　　　　	
　　　　　　	

正規分布	
ガンマ分布	

関数AICを用いて、モデルの当てはめの良さを評価する。	

AIC値が小さいので、ガンマ分布を用いた方が当てはめが良いと
判断できる。	



５.	  平滑化回帰モデル	

関数lm,glm,nlsが対応できない複雑なデータの回帰モデルの説明のため、
次の人工データを用いる。	

散布図から考えて、多項式回帰
モデルが良さそう。	



５.	  平滑化回帰モデル	

次の３種類の多項式回帰モデルと、その回帰モデルによる予測値を
散布図に加える。	

多項式によるモデルの当てはめ
が良いとは言い難い。	



５.	  平滑化回帰モデル	

このように複雑に変化するデータの回帰方法として、平滑化回帰がある。	  
Rに用意されている関数smooth,spline,ksmooth,supsmu,lowessを用いた平滑コマンドの
例を次に示す。	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	


